






































































































































第 4 章「接触動作モニタリング」では、近年流通分野で開発された「指輪型 RFID リーダシステム」
を活用し、ヒトがモノと触れる場面をモニタリングすることで人間の行動特性を把握するとともに、
人間を取り巻くモノの配置が変化することで行動特性がどのように変化するのかについて検討を行っ
た。また、ここではヒトとモノとの関係性をネットワーク図として表現することで、その関係性を視
覚的かつ直感的に理解できるように工夫し、近年注目されているネットワーク科学の知見からこれを
分析することで、行動特性を定量的に評価・比較することについても試みている。 
 
第 5 章「活動状態モニタリング」では、行動モニタリングのアプリケーション的な側面であるアン
ビエント空間を実証的に作り出し、その効用と問題点について整理を行っている。特に、歩行や接触
といった人間の動作ではなく、作業に対する熱中度や他者に対する物理・心理的な距離感をモニタリ
ングすることで、空間を動的に変化させたり、アンビエントな手法で雰囲気を伝達したりといった手
法で環境を変化させることを試みている。これにより、テレワークやルームシェアリングといった新
しいライフスタイルにおいて生じている問題点の解決に寄与できないか検討を行った。 
 
第 6 章「あとがき」では本研究の今後の課題と展望について述べている。本研究では住空間からオ
フィス空間を想定した行動モニタリングが主であったが、これをさらに都市空間へと拡大したり、人
間のモニタリングだけではなく、環境要因のモニタリングなどから建築計画へのフィードバックを行
う方法などについても検討していくことが望まれる。 
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